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１．気象の特徴と水象への影響
夏季暑く、冬季寒い。5月少雨、9月末台風

２．７月の有機物濃度の特異的な上昇
大型緑藻の増殖にかかる水質変動

３．南湖における有機物濃度の増加

４．北湖深層部における溶存酸素濃度
の早期の低下

琵琶湖水質の変動の特徴と主な要因琵琶湖水質の変動の特徴と主な要因
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データ：国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所、水資源機構、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

(南湖19地点表層平均値)

北湖と異なり、8月から
9月にかけて引き続き

高い状況が継続。
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透明度経月変動（南湖平均）透明度経月変動（南湖平均）

データ：国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所、水資源機構、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

５、７～１０月が顕著に低下５、７～１０月が顕著に低下

(南湖19地点表層平均値)
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北湖と異なり、北湖と異なり、88月、月、99月も引き続き高い月も引き続き高い

StaurastrumStaurastrum



平成24年8月18日

草津市烏丸半島

杉江港沖と赤野井湾のアオコ杉江港沖と赤野井湾のアオコ
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5.1

藍藻類総体積

（ｍm3／Ｌ）

【【南湖一斉調査南湖一斉調査
（（9/3~9/7)9/3~9/7)におけるにおける

藍藻類の分布藍藻類の分布】】

8月放流量が少 北湖水の流入量も少

植物プランク
トンの増殖に
好都合→

→
栄養塩の希釈が少 滞留時間

が長い
→



拡
大

杉江港沖（赤野井湾）における全窒素、杉江港沖（赤野井湾）における全窒素、
全全りんのりんの経月変動（過去経月変動（過去55年）年）
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南湖における南湖における88月のＣＯＤと透明度の平面分布月のＣＯＤと透明度の平面分布
((経年比較）経年比較）
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南湖唐崎沖中央における植物プランクトン南湖唐崎沖中央における植物プランクトン
の総細胞容積の経月変動（表層）の総細胞容積の経月変動（表層）

（平成（平成2323--2424年度）年度）
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南湖における泡立ち現象南湖における泡立ち現象

平成24年8月27日 大津市柳ヶ崎
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糖類の存在を
示す

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

2012年8月27日 採取

赤外分光(FTIR)分析

2012年8月30日 (泡状物質風乾試料)

南湖における泡立ち現象南湖における泡立ち現象
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南湖南湖

植物プランクトン植物プランクトンStaurastrumStaurastrumが大増殖が大増殖

平成平成2424年年77月の有機物濃度上昇の影響①月の有機物濃度上昇の影響①

99月初め月初めに底層ＤＯ大に底層ＤＯ大
きく減少きく減少

底層ＤＯ例年より早期に回復底層ＤＯ例年より早期に回復

アオコ種アオコ種
大増殖大増殖

分解・放流→水質回復分解・放流→水質回復

栄養塩回帰

放流量増・
水温低下

水温上昇水温上昇

深層部の湖水も混合深層部の湖水も混合

沈
降
沈
降

分
解
分
解

滞留時間増 立立
ちち

泡泡

88月月

＋深水層の成層が極めて強固＋深水層の成層が極めて強固

（安定）→動きがほとんどない（安定）→動きがほとんどない

６月中旬
～７月７月

北湖

９月末９月末の台風の台風
1717号による暴号による暴
風雨風雨

放流量減放流量減
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１．気象の特徴と水象への影響
夏季暑く、冬季寒い。5月少雨、9月末台風

２．７月の有機物濃度の特異的な上昇
大型緑藻の増殖にかかる水質変動

３．南湖における有機物濃度の増加

４．北湖深層部における溶存酸素濃度
の早期の低下

～水深別調査の結果から～

琵琶湖水質の変動の特徴と主な要因琵琶湖水質の変動の特徴と主な要因
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琵琶湖水質調査地点（水深別水質調査）

沖



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月
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今津沖中央における溶存酸素濃度の今津沖中央における溶存酸素濃度の
鉛直分布の時間変化鉛直分布の時間変化

mg／Ｌ
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図 調査地点

今津沖中央

第一湖盆



今津沖湖盆の水深今津沖湖盆の水深90m90mの溶存酸素濃度の時間変化の溶存酸素濃度の時間変化
【平成20年度】

2008/10/142008/９/８ 2008/10/27 2008/11/25 2008/12/８

【平成22年度】

2010/８/30 2010/９/21 2010/10/12 2010/10/25 2010/11/４

【平成23年度】

2011/８/29 2011/９/20 2011/10/11 2011/10/24 2011/11/１ 2011/11/28 2011/12/12

【平成24年度】

2012/８/27 2012/９/10 2012/９/19 2012/９/242012/７/10 2012/10/９ 2012/12/12
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琵琶湖底質調査の結果琵琶湖底質調査の結果

◇調査時期、地点

毎年11月に北湖 (今津沖中央)、南湖 (唐崎沖中央)の湖底表層
から１ｃｍの底質を採取。

◇分析項目：強熱減量、ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、Ｓ(硫化物)

◇結果（今津沖中央） 年 度

項目 単位 7・・ 10 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

強熱
減量

％ 9.2 10.5 10.3 10.9 9.9 10.5 11.2 11.0 10.4 9.1 8.8 11.4

COD
mg/g
-dry

34 46 22 23 24 27 27 32 27 32 29 45

Ｔ－Ｎ
mg/g
-dry

3.2 3.4 2.7 2.9 3.1 2.7 2.9 2.7 2.5 2.9 2.7 3.9

Ｔ－Ｐ
mg/g
-dry

1.4 1.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.7 1.7 1.5 1.5 1.9

硫化物
Ｓ

mg/g
-dry

0.35 0.29 0.75 0.97 0.80 0.51 0.59 0.63 0.26 0.25 0.04 0.56

4646



植物プランクトン植物プランクトンStaurastrumStaurastrumが大増殖が大増殖

平成平成2424年年77月の有機物濃度上昇の影響②月の有機物濃度上昇の影響②

北北 湖湖

99月初め月初めに底層ＤＯに底層ＤＯ
大きく減少大きく減少

底層ＤＯ例年より早期に回復底層ＤＯ例年より早期に回復

アオコ種アオコ種
大増殖大増殖

分解・放流→水質回復分解・放流→水質回復

栄養塩回帰

放流量増・
水温低下

水温上昇水温上昇

深層部の湖水も混合深層部の湖水も混合

沈
降
沈
降

分
解
分
解

滞留時間増 立立
ちち

泡泡

88月月

①深水層の成層が極めて①深水層の成層が極めて
強固（安定）→強固（安定）→ 水の動き水の動き
がほとんどないがほとんどない

６月中旬
～７月７月

放流量減放流量減

南南 湖湖

②底層で分解→酸素消費②底層で分解→酸素消費

20

９月末９月末の台風の台風
1717号による暴号による暴
風雨風雨



北湖深層部の溶存酸素濃度の状況①北湖深層部の溶存酸素濃度の状況①

1.1. 平成平成2424年度の最低値年度の最低値
（１）今津沖中央湖底直上（１）今津沖中央湖底直上1m1mの溶存酸素濃度の溶存酸素濃度

９月10日に1.2mg/Lまで低下。しかし、９月19日には
2.7mg/Lに回復。

例年より2ヶ月ほど早く最低値を記録。

2mg/Lを下回ったのは平成20年度以来4年ぶり。

（２）第一湖盆水深（２）第一湖盆水深90m90m付近の溶存酸素濃度付近の溶存酸素濃度
８月27日～９月24日の間に、低酸素（２mg/L以下）と

なる地点を確認。最低値は９月19日のB点で0.8mg/L。

（３）溶存酸素濃度の低下が顕著であった平成20年
度と比べると、期間は短く、規模（面積や厚み）も
小さかった。

48
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北湖深層部の溶存酸素濃度の状況②北湖深層部の溶存酸素濃度の状況②
（４）溶存酸素濃度が早期に大幅に低下した要因

①深水層の成層が極めて強固（安定）①深水層の成層が極めて強固（安定）
→→ 水の動きがほとんどない水の動きがほとんどない

②大型緑藻の一部が底層まで沈降し分解→酸素消費②大型緑藻の一部が底層まで沈降し分解→酸素消費

２．酸素濃度の回復と全循環２．酸素濃度の回復と全循環
台風17号による暴風の影響で、10月には低酸
素状況は解消。
以降、季節風の影響を受け、徐々に中層の湖
水と混合し回復。
１月下旬に全層循環（表層から底層までの鉛直
混合）によって回復（深呼吸）。

49
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年間評価に現れない年間評価に現れない
平成平成2424年度の水質変動の特徴年度の水質変動の特徴

～透明度を例に～
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データ：国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所、水資源機構、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

透明度経年変動（表層平均値）透明度経年変動（表層平均値）

5.8

2.2

北湖の透明度は年平均では前年北湖の透明度は年平均では前年
度（度（2323年度）より良くなった。年度）より良くなった。
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透明度経月変動（北湖平均）透明度経月変動（北湖平均）

データ：国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所、水資源機構、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

北湖28地点表層平均値)



年間評価に現れない平成年間評価に現れない平成2424年度の年度の
水質変動の特徴水質変動の特徴についてについて

透明度をはじめ、SS、COD、ｸﾛﾛﾌｨﾙ等

水質が上半期と下半期で大きく異なる。水質が上半期と下半期で大きく異なる。

↓↓

年間平均値の評価では特徴が表れない。年間平均値の評価では特徴が表れない。

※※上半期は植物プランクトンが特異的に多く、上半期は植物プランクトンが特異的に多く、
下半期は一転してかなり少ないことが要因。下半期は一転してかなり少ないことが要因。

地点、水深による変動も大きい。地点、水深による変動も大きい。
5353



平成平成2424年度琵琶湖水質変動の特徴まとめ年度琵琶湖水質変動の特徴まとめ

1. 栄養塩濃度が顕著に上昇していないにもかかわ

らず、植物プランクトンの増殖によるによる有機物濃有機物濃
度の特異的な上昇度の特異的な上昇が見られた。

2. これに伴い、北湖深層部における溶存酸素の早溶存酸素の早
期の低下期の低下や南湖における藍藻南湖における藍藻((アオコ種）の大増アオコ種）の大増

殖殖や泡立ち現象泡立ち現象が生じた。

３．年間平均値では評価できない水質変動の特徴が年間平均値では評価できない水質変動の特徴が
見られた。見られた。水質が短期間に大きく変動している印象

5454

今回の水質変動の要因は、直接的には気象の影響が
考えられるが、レジームシフトにつながらないか、引き続
き注意深く調査・解析し、見守っていく必要がある。
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